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　　　　　　　　は　しが　き　　　　　　　　　魏全般に亘り述べる為にバ洋しい1催敏はその，翻撤欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を改めて述べねばならない。かf：し形武的傭ε燃のみでは
高分刷頒の鮫形のレーA’　・ジF’　！伸長或は熱懲こ　興購いので，そのi，1、・の鯛堀鯉を弘・幽鴨1倫に瀬

よる欄1化・ゲ・レのレ押ジー誌しく1歌譲の架搬　肌て，瀧nl疑との1徽鮒つた。

作及び膨潤等の考察では，現象の一部に分子鎖の可成り

齢騰享撫灘1ミ灘錺架撫謎　　　要難問
要素が動き碍る空閲（；これを“要素空間”と仮称する）　　　婆素の畏さa，襲索数πヶの完金セ競掴吹な鎖が，両端

蹴いての醐的な評価を僻・なかつたが・螺空間の　温巨離・に端勲固燃れた場石鵬その縮み翻綴・伽

粗くとも明瞭な評価は・殆んど凡ゆる鎖状分子の関係す　　　は明かに，術端を焦点とする鎖楕円体の離心串であウ，

棚象の解明に不歌なものであろう・之等の要求は・　羅及び鰹帳さは知。。！販び，副H・ノ2熾，

従来のG・ussi・n・h・i・噸む事は牒ない・Wang・　る．一立｝詰より第吸麟。一幡肋獅の蝋難脚κ

辮鑛翻離謙1り簸濃鴛及びRn－”asの隙騰・轍痴…
戴瞭理であろう・さらに近似が解わ瀞こ行われてい　　塵号（・－R），・・一・鴛・〈1＋a）　ω

る為に，i要素空間を直観的に把み難い。これに対して寺

本氏2）は，極めて慮観的な，その上取扱いの容易な，興　　　として，κ≦n1ならば訟κ，」2かκは共に半径肱の隷

昧深い計箕模型を提出されたが，この模型では要素は総　　　であり，nl＜κ＜n2では二つの焦点を夫々の中心とした，

て個性を失い・要素空間も無意昧になる・また鎖の両端　　　半径が夫々ρrc　・rea，　Plrc　m　（n　一一　m）aの二つの球の共膚す

距離の分樋数に於ける吻臓の僅力’な鹸の為・　る空間である．この二つの耀鹸飢た空蹴識面
空間の次灘等繭す礪嚇知潮聡皇で隔るが標　剛。ソズの形であるカ、らt　ttレソ灘螺酬〃蹴

準と成る可き・　「and°m　flight　m°delとの醸の関謝　〃〃ズ〃と呼び度・・．ρ。とt・Aが錨髄上で会5

な繕蟹欝蛉賄。合う状態を表騨緬蹴見・鰍娩・，鵜濾
備として，かつて錨円体（，醐の醗され耀麟　　ρ・＋ρA・・＝n・・　P・C・・θ・・＋ρA・。・ek。一

が，空間に張る廻転楕円体）内の劉1の各点に附随する，　　　　　　ρ、si・θ・・一ρゑ・i・e2。　f2）

要素により占められる確率を考えた。そして現在も陵々　　であるから，レソズの体積ωκ或はω，己一κはκを署し

それの必要性を感じている。例えば多くの鎖の体積排除，　　て，

諜灘織灘禦禦b舞騰誉　（e　・sgt・・ρ・蝦・＋∫駕〆・一・・

思われるからである・さて撫では・上の様膀妨に　　一晋｛・（ρ・・ρ・・）－2（ρ・c・・θ・・ρ・・c・・θ8）

関連して，取扱の余り面倒でない，伸びれば伸びる程近
似の良くな・，螺空間・・常瑚瞭縞三の計算鯉，　一（ρ3C・・θ・S・・・…ρ・・C・・ed・・…‘）｝

鷲鵠詫瓢留謡謹あ驚離奪↑翻総　　　一…（誓盤｛ρρ・一響（・－a）（・＋・）｝

も近似の条件に依り，これに結びつく。二，三の計算模　　　或はκを附け
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梱壊羅鯉・艦礎・して・鎖の灘撫（r）　Sta1　×｛n＋、｝｛n＋2｝……｛。梱．、）

を徽するの磁が・こ嚇こ”隙なるの繍・於　　　＿ユ．∬，，・・）強＋n・＋・）

・…　・…Z－・・…na3（縁孟）！｛響（量評）一（多一叫　　・炉ω・……・・（騨｛（穿・）2　in（響一・）L・｝

，た認なく鯉にな。ものは（n’＜m　〈n2）°〔8） @一馬壁修（…）一・｝｛箋（・－1）・・｝

　　　　　、賠、帰誓酬1≦、≦励ζ、・）　　・r・naS（！ILX）筆一・｝回（・≦・≦胴）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nX－－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従ってII｛9－s｝｛n十s｝を計算すればよいが，これは
　　　　レンズ型要素空間による鎖の模型　　　　　　　　・・嵩1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U｛9－s｝｛n十s｝麟｛9－1｝｛8－2｝……｛9－－nλ十1｝

ける要素の搬続挫を，どの程度に忠、爽にとり入れるか，　　　　　　9（n・陽λ）靴み覗え＋1）∫石＋エ）｝

旛蕪蕪芝：1潮欝慧1鍛灘　　　　一歩｛1；継γ，（・・一励

の任意のイ畑鱒しい榊で動鵬る」ものと仮定しょ　榔

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　π

闘二雛灘；灘1魯世響撚　　謙・紳寧畷1：淵；｝

分F物質の｝羅見象に趨用する場脅には，寄要索は銑の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

中で凶鰍び他鎖の蝋蜘ま酬分子謝蝋分將　　　　　　×n・（φ＋λ）・　ω
と共存するので，周囲の請粒子による平均酌なポテソシ　　　他方（3ノ）より

総蘇弩灘饗駿謡窯繍ζこ　融脈妙薫｛知ド
て勲醸のもの隊ら滴・・1その灘禍　　　一伽r圃｛J’（登（エー一・R）・・）｝°．（・・）

この仮定に依る，最も緩い極限の場合の考寮が，一方の
勲なろう．さて。の囎。よれ、nt，鎖の形灘　㈱ω・（r）はωと（7t）より

W、，（r）蝉にω。螺職なる，　　　　　ZV・（「）＝：｛警ザーλ’｛一・（騨芦・（9（・一・）・・）

　　　　　　　Wn（r）煮、（…1　　　　　㈲　　　　　　×避肇（φ†3）＋つ　4　、　（8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　」，　’　」　　　■　　　1　、　●））

pa，ftM算す・事は容易であ・・構用の目的t・・応・て　　　・・（書（φ一λ）・・ゾ（il＋λ）L）

覆量欝轡したも嚇勲るのく”　＝’　＝一の無脚近似が許・れ・撚・瑠鰐・。・おき

鯉A；ω・の差異を総べて正面こ翻する…　　　（嚇φ1・欝轟晶

灘：：ll：綴鷺；）　　　一影蕃鵜1，（　　　3λξ嵩2諏）（・・

　　　こxに～bは，（Ol、1くVoくω三…であるレンズの体積。　　　とすれば

・模型A　　　 2　　　　　　　　ZVII（r）＝＝｛誓（毒）：（エーx）3｛駐歪｝％・｝「

（3）に於てs＋”・（1≦・≦聖’胆魂榊工）とし・　　一ω・｛（、一λ）・、・・2x・9・ξ・｝・　・t・

　　　　　　　　　　　　　　　＿t＿＿rrTT＿”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　

　　　　　　　　　　　・（・）－Vざ（a評　　（・）　　＝’　（on，・p（n）｛31。（・一・・）．・・＋・・（，ぐ，）一・）｝

　　　　　　　。（X）一苦（…），h（Z）一馨（・一・）（・）　　一・・…xp（n）｛一器・壽、諾、（昂）り（1Φ

　　　　　　　　　　　　　　ぱけおと　　　　　　　　　が得られる。これはλ＜1に対して



761@　　　　　　　　　　　　　　　　償州大蝉繊維鐸i部研究報告　第5暑

　　　　　　　姻警緋邸，備｝（…）。瀧瓢讐機糠雰繍識：

となり，r2係数がGauss分布の3／2二対して，］12とな　　　見るのが最も明瞭である。今それを簡単に示すに・（Ils）を

る。　　　　　　　　　　　　試料内の鎖で糊し，鋼、撚積当りあ縣数をNとす
II模型B　　　　　　　　　　る。比例定理により試料の変形a・・＝一（（ZtN）＝（δ、、碗に

より簡単で・而もレンぎ島のヲ鰍の昌帳を失わない　より，r！城rノよる廻肋変形力桁われるとL，｛緯禧乏一肇送

鎖の統計は識にω・＠1＜’9＜ns）とω讐の㈱こ大・α・一・一痛；（…・づ齢・て・繍・欄平

　帆鱗鐸畢ll侶1より臨識轡　トμピーS
　臨）樹（納（ピ4・・響ゾ　　・一ゆ一・・a）（・一レ）一婦ぎ・｝・S・

　　　　　　　　　　。。・・（n－2〈1一λ）＋エ）　㈹・な・・張力・一一聡

／s－窒魔轤黷驕Eこれ噸の隙次のDと同脇　・一剛翫r1轟（∫翻）｝

　　　纒繍・よる鯉と蝿　　一G｛・素・諏擁）い蝉綱

9・の鞭゜・の大きさが嬢で・その隙を余り1聰　となり，蜘卿ド常螺るにも拘ら嚇紙の結煕

にしなくと構欝には・次の模難！Dが非常鞭利であ　非常セ。似燃果が得られるが，それ1よ寧脳然であろ

る・，　　　　　　　　　　　う．同氏の襯との最も簸な韻は，この1姻！の
　模型D・ωκ掌ωη1（nLくlaくn2）　　　　　Wn（r）には因予工＋λ＝1＋r／naが入つて来ないひ従

購球ω語レソズに替え・ものである．（1）より　てっaV・1＋λ・噂蘇し徽囑である・未麟し

　　　　　1　　　　　　　　　　　くは考えてないが，か琉鎖の統譜で，1輯は，本質酌
　　　　　　　ωべ警（n・q）』讐修（・一…）・｝　・・縁の無咽子であ・糊われ・．

であ・から，・の鯉では　　　　　さて・。は÷一が見て・いから，大きく見ても銑）：I

Wn（・）一（誓・淵脇λ側臨…（9（・一・）噸噛≦（鑑）・輪脚小・瞭，・れ以下の

1＜nの場合に近似をとれば　　　　　　　　　　　　　　項を捨て殆んど完全な式として（工4a）から

　　　w・（・）一（讐・鵬ゾ（・－R）Upme－an（1一λ・　＿・｛＠轟）・（・一諦凌）、蠕。｝（・・b）

T：ll翻瓢1識窒：期）臨　　’雫）箒毒）豊　（、、c）

・《・の輪・eXp（一・・）｛醤・醤・誓・…｝≠・一書・・2が得・れるe通常の考察・・は為≦㈱”論であ・

と励 @　　　　　　　㈱2以上の小・噸鵬て，次の第一近似式
　　　　　　ωn（・）一儲餐）8｝鴨e・p｛・毒箒｝・（13）　　　＿嘉

っまりtikの分禰第一近似、して，　Gauss分布を髄　　　・一στ＝纂　　　（・・d）

事になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　で充分であろう。これは勿論，周知のGaussian　chainの
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　　　　　　　a－（；・（　　　1α一諺）　　　　　㈲・　〈。

に対応するもので騒。dL等の式の1［繊とII］rel・ar・i）

の爽験との比i絞な図に示してある。図の（：）は測定値を示

し・破線は従来の結；果（15）を添してある。実映は（14d）で

あり，これは殆んど（14a），（14b）と変らないD従ってこ

の理論を応用するには，（14d）の形で充分である。この　　　　lm

撫・艦，G・・2．　05・k9／・瓜・であ・灘のλ1瑠　質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ蜘・赫び（鳳・／cm…比して梱・・い調・醤

ぽ分布（工0）を用いると，より一層金域で測鋤lllに近づ
　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

き，ifijもanもGも大まくなる様である。

あ　と　が　き

　本報では，鎖の斎i要素が動き奮秘れる領械，即ち要素

鑑聞な明確にし，レンズ型及び球型の要素空間に関して，　　　ltl

簡単な鎖の｛莫型を識，鉱挙げた。・これ等の摸型は，鎖要

繁の連結憐を緩めた極隈の揚合に粗当し，今後の問題と

して要講の接続条件を色々とる事が残されている。必し

も厳諮でない趨当な接絨条桝二な入れ，要粟の職由体積，

／／

嬰素空間の｛耀｛，試料の体積の三蕾を踏える轟により，　　　　　　　　　　　　　1：、し姻。n　ll”tie

高分子物質に関する広い殴質が，可成りの程度で説明さ　　　　　　　　　　　　　第1図

れ酬鞭れ硝計勲…脳初の要求　∴襯欝、ll砦：：謙1））
の総てを満すものである窮も明かとなった。　　　　　　　　　　　＿＿Theory（Eq．（14a））

　終りに，常に温い御励ましを下さいました，岡小天先

生に熱齢の念榔艘い．また。磯会に，継中　　　　文　献
を通じて平素色々と御世諦こなる，本学部の多くの方に　　工）M．C，　WAN（｝＆E．　GuTII：J．　Chem．　Phys．20鼠64

深謝申上げる次第である。本研究を纒めるに当り，種々　　　　　　　　　　（Z952）

と煩雑な慕を快く手伝われた河合良一氏に，厚く御礼申　　　2）寺本　英：物性研　7640（1954）

上げる。　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　L．R．　C．田RELoムR；田rans．　Faraday　Soc．4059（ユ944）


